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0 郷土を愛し、明るい
市づくり l

O学校・家庭・社会の教育
を培う。

0市づくりの権利と責任
をお互いに自覚する。

4月の納税
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表

と
で

同
和
問
題
と
は
、

し
よ
う
か

昭
和
田
十
年
八
月
に
出
さ
れ
た
同
和
対

策
審
議
会
の
答
申
に

い
わ
ゆ
る
同
和
問
題
と
は
、
日
本
社
会
の
展
史
的
発
展
の
ノ
こ
量

一
過
程
に
お
い
て
形
成
さ
れ
た
身
分
開
一
層
構
造
に
基
づ
く
差
別
一
蜘
加
。
…

一
に
よ
り
、
日
本
国
民
の
一
部
の
集
団
が
経
済
的
、
社
会
的
、
一
深
な
る
…

一
文
化
的
に
屋
の
状
態
に
お
か
れ
、
現
代
芸
に
お
い
て
三
↓
長
吋
一

一
な
お
い
ち
b
る
し
い
基
本
的
人
権
を
侵
害
さ
れ
、
と
く
に
、
一
っ
て
題
一

一
近
代
社
会
の
原
理
と
し
て
何
人
に
も
保
障
さ
れ
て
い
る
市
民
一
も
し
問
一

一
的
権
利
と
自
由
を
完
全
に
保
障
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
、
¥

と
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

O

答
申
の
「
市
民
的
権
利
と
自
由
」

に
つ
い
て
は

・

聖

霊

選

ぶ

自

由

/

.
教
育
を
受
け
る
権
利
一

・
居
住
及
び
移
転
の
自
由
一

.

結

婚

の

自

由

¥

な
ど
が
、
完
全
に
保
障
さ
れ
て
い
な

い
の
で
す
。

現
在
も
な
お
、
一
部
に
は
、

「
乙
の
民
主
主
義
の
世
の
中
に
、
差
別

な
ど
の
あ
る
は
ず
が
な
い
.
」

「
そ
っ
と
し
て
お
り
ば
、
自
然
に
差
別

は
な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
・
」

「
知
ら
な
い
者
ま
で
知
っ
て
く
る
よ
う

な
、
さ
わ
ざ
た
で
は
よ
く
な
い
.
」

な
ど
、
田
和
教
育
に
つ
い
て
、
消
極

堂々と行進する消防機動隊

恒
例
の
大
州
市
消
防
出
初
式
が
今
年

も
「
春
の
全
国
火
災
予
防
運
動
」
期
闇

(
二
月
二
半
八
日
か
ら
三
月
十
一
一
一
日
)

中
の
、
三
月
三
日
午
前
九
時
か
ら
、
肱

川
緑
地
公
園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

出
初
式
に
は
、
市
内
唯
一
の
回
ノ
久

保
婦
人
消
防
隊
を
は
じ
め
、
大
制
川
市
消

防
団
員
、
消
防
署
員
、
横
野
私
設
消
防

隊
な
ど
、
約
九
百
人
が
参
加
し
て
、
人

員
服
装
点
検
、
機
械
器
具
と
ポ
ン
プ
操

法
、
消
防
本
部
の
消
防
演
技
が
あ
り
、

火
災
に
備
え
て
の
日
ご
ろ
の
訓
練
の
成

果
を
披
露
し
ま
し
た
・

つ
づ
い
て
、
消
防
活
動
な
ど
に
功
績

の
あ
っ
た
人
た
ち
に
表
彰
や
感
謝
状
が

俊
与
さ
れ
ま
し
た
.

ま
た
市
長
の
訓
示
の
あ
と
、
来
賓
祝

辞
と
、
各
分
団
の
分
列
行
進
が
あ
り
、

震
後
に
肱
川
河
原
で
一
斉
放
水
を
行
い

出
初
式
を
終
り
ま
し
た
。

乙
の
日
表
彰
さ
れ
た
方
は
次
の
と
お

り
で
す
。

A
V

日
本
消
防
協
会
長
表
彰

功
績
章
寺
尾
茂
春

的
な
考
え
方
を
持
っ
て
い
る
人
が
い
ま

す
。
し
か
し
、
一
方
で
は
、
同
和
問
題

に
か
か
わ
る
差
別
事
件
が
あ
と
を
た
ち

ま
せ
ん
.

「
差
別
は
な
い
・
」
「
斧
別
を
し
て

い
な
い
.
」
と
い
い
な
が
ら
、
な
ぜ
、

差
別
事
件
が
起
と
る
の
で
し
ょ
う
か
、

そ
の
原
因
と
し
て
、
い
ろ
い
ろ
考
え

ら
れ
ま
す
が
、
同
和
問
題
を
正
し

く
認
識
す
る
ま
で
に
至
っ
て
い
な
い

乙
と
が
、
大
き
い
原
因
で
あ
る
と
い
え

ま
し
ょ
う
。
市
民
の
す
べ
て
が
、
同
和

問
題
を
正
し
く
認
識
し
、
自
ら
の
課
題

と
し
て
受
け
と
め
て
、
解
決
の
た
め
に

取
り
組
む
乙
と
乙
そ
急
を
要
す
る
と
と

で
あ
り
ま
す
・

O

同
和
問
題
の
正
レ
い
認
識

-
封
建
時
代
の
身
分
制
度
は
、
い
つ

だ
れ
か
、
何
の
目
的
で
作
っ
た
か

・
明
治
以
降
、
な
ぜ
、
ど
ん
な
形
で

残
さ
れ
た
の
か
・

-
現
代
に
生
き
る
私
達
と
し
て
、
ど

う
す
る
こ
と
が
、
差
別
の
解
消
に

つ
な
が
る
の
か
。

な
ど
を
、
学
習
し
、
生
き
て
働
く
力

と
し
て
、
身
に
つ
M
U
る
と
と
で
す
・

梅
林
説
夫
、
高
岡
喜
勝

西
本
武
志

。
愛
媛
県
知
事
表
彰

功
労
章
柿
原
国
臣
、
油
田
良
一

坂
本
文
男
、
坪
坂
勝
盛
、

入
船
巻
男
、
域
同
昌

勤
続
章
武
田
精
二
、
二
宮
利
幸
、

泉
善
一
、
東
謙
=
て
矢
野

惟
輩
、
森
岡
達
、
城
一
戸
司

矢
野
益
男
、
石
岡
敏
男
、

橋
本
邦
夫
、
久
保
勝
記
、

池
田
善
吉
、
篠
原
寛
、
西

岡
出
留
、
菊
地
実
、
城
芦

衛

規
律
章
山
本
虎
天
、
藤
田
訓
夫
、

成
川
正
和
、
長
田
彦
て

中
嶋
純
朗

A
V
犬
山
川
市
長
表
彰

団
体
六
洲
市
消
防
回
大
洲
介
団

第
一
部
第
一
涯

団
員
新
武
奨
、
山
本
質
信
、
松

田
恒
善
、
岡
田
鵠
夫
、
徳

永
亙
三
、
松
井
孝
幸
、
梶

原
利
生
、
菊
地
定
邦
、
広

橋
康
展
、
松
本
併
希
、
成

田
彊
一
六
、
福
山
清
光
、
村

上
文
叙
、
高
橋
和
三
郎
、

谷
誠
一
、
上
回
出
向
文
、
富

永
貞
幸
、
長
岡
紀
一
、
熊

野
昭
幸
、
矢
野
縛
孝
、
山

下
勝
利
、
光
田
一
、
新
口

忠
史
、
大
元
光
広
、
阿
部

正
人
、
桜
田
恒
雄
、
柏
田

兄
一
、
中
岡
要
範
、
自
衛

初
高
、
石
山
薫
忠
、
村
上

明
義
、
城
戸
庸
安
、
普
加

智
宏
、
東
賞
、
佐
野
虎
夫

刃
、
上
岡
義
明
、
青
木
慧

都
夫
、
岩
本
顕
治
、
岡
本

勤
続
章

文
京

。
大
洲
市
消
防
団
長
表
彰

山
本
行
夫
、
佐
伯
卓
治
郎
、
道
援

隆
則
、
後
藤
純
一
、
松
田
誠
治
、

須
藤
明
、
富
永
忠
、
竹
岡
喜
三
郎

上
回
好
邦
、
永
見
喜
平
治
、
=
一
瀬

重
利
、
中
国
稔
、
古
久
保
清
治
1

箱
崎
勝
利
、
上
野
隆
光
、
板
倉
博

道
、
水
岡
良
知
、
山
本
忠
雄
、
松

中
高
春
、
山
下
経
夫
、
宮
野
宗
市

川
口
満
寿
、
上
野
国
降
、
池
田
茂

雄
、
福
桝
忠
機
、
本
田
一
生
、
寓

永
竹
美
、
中
郎
和
昭
、
加
声
正
一

城
滝
藤
徳
、
滝
野
正
癒
、
入
船
幸

童
、
山
口
光
信
、
書
見
幸
男
、
上

岡
紀
裕
、
高
岡
利
夫
、
田
中
芳
夫

松
長
清
雄
、
山
中
茂
雄
、
黒
江
幸

一
ニ
、
新
山
孝
光
、
井
上
博
司
、
中

川
文
夫
、
矢
野
吉
広
、
長
見
恒
治

柳
野
孝
行
、
田
丸
真
之
、
西
田
正

広
、
田
中
一
実
、
菊
池
良
伴

。
愛
媛
県
消
防
協
会
長
感
謝
状

消
防
団
員
家
族
内
聞
の
功
労
者

宇
都
宮
鈴
子
、
富
永
ア
キ
コ
、
上

回
ミ
ツ
ル

。
大
洲
市
長
感
謝
状

高
額
寄
付
者

大
本
義
登
、
近
藤
薫
、
津
田
計
男

上
回
惣
太
郎
、
篠
崎
憲
次
、
米
沢

五
郎
、
松
村
安
夫
、
谷
本
菊
太
郎

富
永
一
歓
市
、
松
本
茂
幸
、
山
下
直

由
清
水
久
二
博
、
梶
団
長
次
郎

申
野
里
吉
、
尾
崎
建
一
ニ
、
富
永
璽

記
、
中
岡
竹
市
、
山
下
政
義
、
一
ニ

瀬
糸
平
、
村
上
哲
、
一
一
一
瀬
幸
男
、

小
倉
腐
、
加
藤
泰
問
、
菊
池
英
夫

松
平
勝
喜
、
向
井
喜
重
、
村
上
清

吉
、
大
洲
精
神
病
院
、
愛
媛
舗
道

株
式
会
社
、
大
目
産
業
株
式
会
社

大
洲
市
農
業
協
同
組
合
、
株
式
会

社
フ
汐
大
洲
底
、
株
式
会
社
愛
媛

相
互
銀
行
大
洲
支
信
、
大
洲
市
森

林
組
合
、
菅
原
税
理
事
務
所
、
帝

京
第
五
高
等
学
校
、
南
海
酒
販
株

式
会
社
、
未
光
税
理
事
務
所

用
地
提
供
者

西
村
政
行
、
堺
安
則
、
増
田
久
冒

石
山
正
泰
、
湯
本
豊
、
青
木
正
、

栗
田
清
美
、
小
西
岩
男
、
中
川
鬼

六
、
田
丸
良
市
、
山
本
光
高
、
栗

田
英
武
、
井
上
文
子

昭
和
五
十
三
年
度
「
市
民
変
通
傷
害

保
険
」
の
受
付
を
、
一
一
一
月
一
日
か
ら
行

一
幕
一

一関一
…り叩

一つ一
一ま一

一
桜
一

…
光
…

…
観
一

華やかな桜が公園一面を夢のように染めてしまいま

す。今年も恒例の桜まつりを次の日程で実施いたしま

す。みなさんも、職場やご家族づれでぜひおでかけ下

さい。

っ
て
い
ま
す
。

区
長
さ
ん
を
通
じ
て
各
世
帯
に
申
込

書
を
配
布
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
家

族
全
員
の
加
入
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

一
加
入
で
き
る
人

市
内
に
住
ん
で
い
る
人
お
よ
び
市

内
に
通
勤
、
通
学
し
て
い
る
人

た
だ
し
一
人
一
口
に
限
り
ま
す
。

ニ
保
険
料
(
掛
け
金
)

六
百
円
(
一
年
分
)
で
す
・

当
市
の
過
去
三
か
年
間
の
保
険
金

給
付
額
が
加
入
保
険
料
を
超
過
し
た

の
で
現
行
の
四
百
八
半
円
か
ら
六
百

円
に
改
釘
さ
れ
る
と
と
に
な
り
ま
し

た中
途
申
し
込
み
は
、
月
五
十
円
で
す

金大
洲

万市
比指

雲羅定
暑宮厚

大算福
塑額資
薪遺科

季題
山
口

今
月
は
市
立
博
物
館
の
展
示
品
の
中

か
ら
一
つ
を
紹
介
し
ま
す
。

わ
が
国
の
高
度
な
類
学
、
す
な
わ
ち

和
算
は
、
江
一
戸
時
代
に
め
ざ
ま
し
い
発

達
を
遂
げ
、
つ
い
に
西
海
数
学
号
越
え

る
領
域
に
ま
で
進
ん
だ
と
と
は
驚
く
べ

き
こ
と
で
し
た
・
乙
の
学
の
特
色
の
一

つ
は
そ
の
継
震
の
方
式
で
し
た
・
そ
れ

は
「
遺
題
承
継
」
と
い
っ
て
、
師
の
難

聞
を
弟
子
が
解
き
、
そ
の
弟
子
が
さ
ら

に
難
聞
を
遣
す
と
い
う
連
鎖
的
展
開
だ

っ
た
の
で
す
。

乙
う
レ
た
難
問
題
は
別
に
算
書
と
し

て
出
版
さ
れ
る
と
と
も
多
か
っ
た
の
で

す
が
、
同
時
に
「
額
面
題
」
と
し
て
社

山
口
神
社

寺
に
奉
掲
す
る
乙
と
が
行
わ
れ
は
じ
め

ま
し
た
。
と
れ
は
自
己
の
苦
心
研
究
し

た
算
学
を
額
面
と
し
て
社
寺
に
奉
献
し

て
敬
謝
の
意
を
捧
げ
る
と
と
も
に
、
同

学
者
へ
の
告
知
を
は
か
る
乙
と
で
も
あ

っ
た
の
で
す
・
そ
の
起
と
り
は
犬
体
寛

文
年
間
(
一
六
七
O
年
ご
ろ
)
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
が
金
刀
比
羅
宮
の
と
の
額

面
は
ま
さ
に
こ
れ
に
該
当
す
る
も
の
で

す
・
本
額
面
は
、
わ
が
国
算
額
の
中
で

最
古
+
面
中
の
第
九
位
に
一
フ
シ
ク
さ
れ

る
も
の
で
あ
り
、
愛
媛
県
内
は
も
ち
ろ

ん
、
四
国
で
も
最
も
古
い
も
の
で
す
、

乙
の
額
面
を
奉
献
し
た
の
は
新
谷
務
士

別
宮
四
郎
兵
衛
猶
置
で
す
・

行事 行 事 |時 間|場 所

3月28日 開 幕 式 午前 9:o。o。l;城山公園

臥龍 太鼓 午後 1: 城山児童館横

4月 2日
のど自慢大会 1 : 30 11 

もちまき のど終自慢
了後

11 

淡交会茶会 午前10:00 社会教ン育タ
セー

4月 7日 花まつり 午後 1:00 社会教育
子ども大会 3 問付 センター

4月 9日 県下弓道春選季手権大会 午前 9:001 I日大洲北中

県下吟詠大会 午前 9: 市民会館

4月15日 子どもすもう大会 午後 3:00 八多喜
祇園公園

4月19日 観 桜 会 正午12:00 八多祇喜園公園

程日三
対
象
と
な
る
交
通
事
故

園
内
に
お
い
て
車
両
(
電
車
、
汽

車
、
モ
ノ
レ
ー
ル
、
気
動
車
、
自
動

車
、
モ
ー
タ
ー
バ
イ
ク
、
自
転
車
、

荷
車
な
ど
)
の
交
通
事
故

四
支
払
わ
れ
る
保
険
金

死
亡
の
場
合
は
、
八
十
万
円
で

す
・
げ
が
の
場
合
は
程
度
に
よ
っ
て

五
+
万
円
か
ら
、
五
平
問
ま
で
支
弧

わ
れ
ま
す
。

な
お
、
く
わ
し
い
と
と
は
、
市
総

務
課
突
通
安
全
係
に
お
た
ず
ね
く
だ

さ
い
。

※けがをして、医師の治療を受けたとき

治療期間 6か月似上一一一一一一一一一 12万円

治療期間5か月以上6か月未満一一一一 9万円

治療期間4か月以上5か月未満一一一ー 7万円

治療期間3か月以上4か月未満一一回一 5万円

治療期間 2か月以上3か月未満 --- 3万円

治療期間 1か月以上2か月未満一一一一 2万円

治療期間 1週間以上 1か月未満一一一一 1万円

新
入
学
(
園
)
児

に
注
意

春
の
交
通
安
全
運
動

春
の
交
通
安
全
県
民
運
動
か
、
四
月

六
日
か
ら
四
月
十
五
日
ま
で
の
十
日
間

実
施
さ
れ
ま
す
・

乙
の
運
動
の
重
点
目
標
は
、
マ
歩
行

者
、
自
転
車
利
用
車
、
と
く
に
子
供
と

お
年
寄
り
の
交
通
事
故
防
止

V
夜

間
に
お
け
る
焚
通
事
故
防
止
マ
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
の
着
用
の
推
進
と
な
っ
て
い

ま
す
・ま

た
、
と
の
運
動
は
新
入
学
(
園
)

の
時
期
に
あ
た
り
ま
す
の
で
、
痛
ま
し

い
子
供
の
交
通
事
故
を
防
ぐ
た
め
、
次

の
と
と
を
よ
く
し
つ
け
ま
し
ょ
う
・

一
道
路
に
出
る
と
き
は

O
ま
ず
止
め
ま
す

O
右
手
を
上
に
上
げ
て
左
右
の
安
全

を
確
か
め
て
か
ら
出
る

二
横
断
す
る
と
き
は

O
手
を
上
げ
て
渡
る
合
図
を
忘
れ
な

い
O
車
が
止
ま
っ
た
ら
、
さ
っ
さ
と
渡

る
O
車
の
す
ぐ
前
や
後
か
ら
横
切
ら
な

い
子
供
に
信
号
の
見
方
や
安
全
な
歩
き

方
を
教
え
、
事
故
の
な
い
、
楽
し
い
通

学
(
園
)
に
し
ま
し
ょ
う
。

犬
は
正
し
く
飼

い
ま
し
ょ
う

犬
を
飼
っ
て
い
る
方
は
、
次
の
と
と

を
必
ず
守
っ
て
く
だ
さ
い
.

一
犬
は
必
ず
、
つ
な
い
で
飼
い
ま
し

ょ
z

つ.

二
犬
を
捨
て
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

v
つ。

三
畜
犬
登
録
と
狂
犬
予
防
注
射
を
受

け
ま
し
ょ
う
・

四
飼
い
主
は
、
表
示
を
し
ま
レ
ょ
う

五
飼
い
犬
の
適
正
な
飼
育
管
理
を
し

ま
し
ょ
う
。

六
み
ん
な
で
、
野
犬
を
な
く
し
ま
し

よ
v
つ・
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品
百体全るす議討食。

12三

真

で
く
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
o
そ
の
と
き

に
は
、
ど
う
ぞ
添
い
寝
を
レ
て
や
っ
て

下
さ
い
。

身
体
接
触
は
、
順
調
に
発
達
し
て
い

る
子
ど
も
で
あ
れ
ば
、
年
齢
が
高
く
な

る
と
と
も
に
、
減
少
レ
て
い
き
ま
す
・

レ
か
し
、
思
春
期
に
な
る
ま
で
は
、
不

安
が
あ
っ
た
り
す
る
と
、
母
親
の
身
体

に
自
分
の
体
を
も
た
れ
か
け
て
く
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
時
に
は
、
決
し

て
拒
否
し
な
い
よ
う
に
レ
ま
し
ょ
う
。

ち
ょ
っ
と
泡
き
か
か
え
る
よ
う
に
す
る

だ
け
で
、
子
ど
も
の
情
緒
は
安
定
レ
ま

す。

メζ

豊
か
な
寸
情
操
」
を
育
て
る
に
は

家

庭

教

育

が

基

本

む
い
が
ら
れ
て
い
る
の
だ
と
、
子
ど
も

が
確
信
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
情
緒
は
安

定
す
る
の
で
す
。
身
体
接
触
は
、
乳
児

期
か
ら
思
春
期
ま
で
、
大
切
に
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
特
に
母
親
と
の

関
係
で
震
要
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
は
、
二
歳
前
後
で
す
。
と
の
こ
ろ
に

な
る
と
、
ひ
と
り
寝
を
し
て
い
た
子
ど

も
が
、
母
親
の
布
団
の
中
に
入
り
込
ん

人
格
の
表
盤
と
し
て
の
、
豊
か
な
情
一

掃
聞
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
豊

か
な
情
操
は
、
先
ず
、
情
緒
の
安
定
に

始
ま
り
ま
す
。
情
緒
が
木
安
定
な
子
ど

も
の
一
場
合
に
は
、
他
人
の
と
と
を
思
い

や
っ
た
り
、
明
る
く
人
に
接
す
る
こ
と

話
が
で
き
ま
せ
ん
.
い
ろ
い
ろ
と
間
関
を

一
起
こ
し
て
、
周
囲
に
い
る
人
々
に
迷
惑

一
を
及
ぼ
す
こ
と
さ
え
あ
り
ま
す
。

一
情
緒
の
安
定
し
た
子
ど
も
に
す
る
た

一
め
、
大
切
な
ζ
と
が
あ
わ

J

ま
す
。

一
そ
れ
は
、
身
体
接
触
で
す
。
ス
キ
ツ

一
シ
ッ
プ
と
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。

一
だ
っ
こ
を
レ
た
り
、
添
い
寝
を
し
た
り

一
ず
る
こ
と
で
す
。
乙
れ
は
、
子
ど
も
の

一
年
齢
が
傾
け
れ
ば
低
い
ほ
ど
、
重
要
な

一
意
味
を
持
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ
勺

占
て
、
子
ど
も
を
か
わ
い
が
っ
て
い
る
こ

一
と
の
あ
か
し
を
立
て
る
こ
Lr
に
な
る
か

一
ら
で
す
n

両
親
や
そ
の
他
の
家
族
に
か

第 265号

特
に
、
す
ぐ
下
に

子
ど
も
が
生
ま
れ

た
時
に
は
、
ど
う

し
て
も
下
の
子
に

子
を
奪
わ
れ
る
と

と
に
な
り
ま
ず
か

ら
、
で
き
る
だ
防

多
く
の
機
会
を
見

つ
け
て
、
身
体
接

触
を
す
る
よ
う
努

お
し
ま
し
ょ
う
。

第
二
分
科
会
「
保
育
所
、
幼
稚
園

に
お
け
る
同
和
教
育
の
推
進
に

つ
い
て
」

第
三
分
科
会
「
小
学
校
に
お
け
る

同
和
教
育
の
推
進
に
つ
い
て
」

第
四
分
科
会
「
中
学
校
、
高
等
学

校
に
お
け
る
同
和
教
育
の
推
進

に
つ
い
て
」

本
年
度
は
、
三
善
、
八
多
喜
の
両
地

区
が
研
究
指
定
抱
区
に
な
っ
て
竹
之
す

の
で
、
分
科
会
に
お
砂
る
実
績
発
表
は

次
の
と
お
り
で
し
た
。

第
一
分
科
会
:
一
エ
善
、
八
多
一
見
両

地
区
間
和
教
育
研
究
協
議
会

(
公
民
館
)

第
一
一
分
科
会
・
三
善
、
軍
{
惜
仲
間
保

育
所

第
三
分
科
会
三
善
、
市
北
出
向
小

学
校

第
四
分
科
会
大
洲
東
中
学
校

い
ず
れ
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
の
熱

心
な
と
り
組
み
の
実
績
発
表
で
レ
た
。

午
後
は
全
体
会
に
う
つ
り
、
各
分
科

会
報
告
、
全
体
討
議
を
行
い
ま
し
た
。

鼠
後
に
、
県
整
育
委
員
会
円
和
教
育
課

長
、
一
昌
宏
降
先
生
の
「
現
在
に
お
い
て

も
な
お
実
在
す
る
茅
別
の
実
態
と
、
と

れ
が
解
消
に
つ
い
て
の
一
明
る
い
展
望
」

を
内
容
と
す
あ
烈
の
と
も
ア
た
講
演
に

深
ぐ
問
絡
を
う
防
、
盛
会
法
に
=
一
時
半

終
了
し
ま
レ
た
。

心土
lと γ

観残ど

光す z
l大

計H

成
人
痛
シ
リ

J
lズ

い
ま
す
。

開
放
さ
れ
る
日
時
な
ど
は
、
次
表
の

と
お
り
で
す
。

あ
な
た
の
住
ま
い
の
近
く
に
あ
る
小

中
学
校
の
グ
ラ
ワ
シ
ド
や
体
育
館
で
、

日
曜
な
ど
に
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん
で
い

る
人
た
ち
を
見
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か

・

乙

れ

か

ら

は

暖

か

く

な

り

ス

ポ

ー

ツ

市
民
が
、
日
常
生
活
の
中
で
ス
ポ
ー
を
楽
し
む
に
は
よ
い
季
節
で
す
・
市
内

ツ
活
動
に
規
レ
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
の
施
設
を
有
効
に
活
用
し
て
く
だ
さ
い

に
、
従
来
か
ら
学
校
の
体
育
指
設
を
学
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
を
レ
て
い
て
け
が

佼
教
育
に
支
障
の
な
い
範
囲
に
お
い
て
を
さ
れ
た
時
の
た
め
に
ス
ポ
ー
ツ
腐
害

一

施

設

一

五

月

I
十

月

一

十

一

月

J
翌
年
四
月
一

一

屋

外

運

動

甥

一

午

前

九

時

一

グ

一

一

一

t
午

後

九

時

一

一

一

夜

間

照

明

施

設

を

有

一

午

前

九

時

一

午

前

九

時

一

一
す
る
屋
外
運
動
場
一

1
午
後
十
時
一

i
午
後
九
時
一

一

屋

内

運

動

場

一

午

前

九

時

一

グ

一

一

一

i
午

後

九

時

一

一

調

放

し

て

い

ま

す

。

保

険

制

度

が

あ

り

ま

す

。

万

一

に

備

え

対
象
と
な
る
施
設
は
、
市
内
の
小
、
て
、
加
入
さ
れ
る
よ
う
お
す
す
め
い
代

中
学
校
の
運
動
場
、
体
育
館
な
ど
の
体
レ
ま
す
。

育

施

設

で

す

・

な

お

施

設

の

利

尉

お

よ

び

保

険

加

利
用
の
方
法
は
、
各
公
民
館
へ
団
体
入
な
ど
に
つ
い
て
詳
し
い
こ
と
は
市
教

の
登
紋
を
行
い
、
施
熟
使
用
に
つ
い
て
育
委
員
会
社
会
教
育
課
へ
お
問
い
合
わ

は
、
各
公
民
館
以
申
請
手
続
き
を
レ
、
せ
く
だ
さ
い
.

学
校
長
の
許
可
を
得
る
よ
う
に
な
っ
て

婚
約
者
を
含
む
)

4

現
在
住
宅
に
因
っ
て
い
る
こ
と

が
明
ら
か
な
乙
と

市
営
住
宅
構
欠
入
愚
者
募
集

現
在
管
理
を
し
て
い
る
市
営
住
宅
に

空
家
が
で
き
た
場
合
に
入
居
?
き
る
補

欠
入
居
者
を
、
次
の
要
領
戸
葬
祭
し
ま

す。
募
集
住
宅

肱
商
、
肱
北
、
新
谷
地
区
に
あ
る
市

営
(
公
営
)
住
宅
と
す
る
。
(
太
郎
宮

団
地
、
箆
雲
寺
田
地
を
除
く
。
)

入
居
者
資
格

川
四
叫

く
も
膜
下
出
血

前
ぶ
れ
も
な
く

突
然
に
激
し
い
頭
痛

前
々
号
に
識
せ
ま
レ
た
脳
出
血
栓
以

外
に
も
中
風
の
症
状
支
部
す
病
気
が
い

く
つ
か
あ
り
ま
す
。

そ
の
代
表
的
な
も
の
が
、
く
も
膜
下

出
血
と
脳
塞
栓
と
い
う
病
気
で
、
脳
出

血
や
脳
血
栓
に
つ
い
で
名
一
い
病
気
で

す。
原
因
の
多
く
は
、
先
天
的
な
脳
動
脈

の
奇
形
で
、
動
脈
痛
と
い
う
動
脈
の

こ
ぶ
が
あ
り
、
こ
れ
が
破
裂
す
る
た
め

に
起
こ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
症
状
は
な
ん
の
前
駆
症

状
(
前
ぷ
Z
J
も
な
く
、
い
ま
ま
で
一
川

気
だ
っ
た
人
で
も
、
突
然
に
激
レ
い
頭

痛
に
お
そ
わ
れ
限
吐
す
る
と
と
が
ほ
と

ん
ど
で
す
。

ま
も
な
く
土
思
議
消
失
、
と
ん
曜
状
態

に
な
り
、
死
亡
す
る
乙
と
が
多
く
あ
り

ま
す
。た

と
え
危
険
を
脱
し
て
も
、
三
週
間

ぐ
ら
い
は
再
出
血
の
危
険
が
高
く
、
死

て
率
は
四
十
パ
ー
セ
ン
ト
ぐ
ら
い
あ
り

恐
ろ
し
い
病
気
で
す
。

近
年
、
間
外
科
の
進
歩
に
よ
り
、
く

も
険
下
出
血
も
救
命
さ
れ
る
人
が
畑
山
加

し
て
い
ま
す
。

次
の
条
件
に
該
当
す
る
人

-
市
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
場
所

が
あ
る
と
と

2
入
居
申
込
者
お
よ
び
目
居
続
族

の
過
去
一
年
間
の
所
得
金
額
の
合

計
か
ら
各
種
控
除
(
同
居
親
族
、

扶
養
続
族
、
老
人
扶
養
親
族
、
障

害
者
、
老
年
者
、
寡
嬬
)
そ
行
い

さ
ら
に
+
二
で
除
し
た
矧
が
、
第

一
積
住
宅
に
お
い
て
は
四
万
七
平

河
を
こ
え
八
万
一
千
円
以
下
で
あ

る
人
、
第
三
種
住
宅
に
お
い
て
は

四
万
七
平
円
以
下
で
あ
る
人

3

現
に
同
居
ま
た
は
、
同
居
し
ょ

う
と
す
る
親
族
が
あ
る
と
と
(
入

居
後
三
か
月
以
内
に
同
居
で
き
る

受
付
期
間
、
場
所

昭
和
五

IZ一
缶
四
月
一
日
(
土
)

か
ら
昭
和
五
十
三
年
四
月
二
十
目

(
木
)
ま
で
市
総
務
課
で
受
付
い

た
し
ま
す
。

入
居
申
込
用
紙
は
市
総
務
課
に
あ

り
ま
す
・

補
欠
入
居
者
の
決
定

方
法

昭
和
五
半
一
一
一
年
四
月
二
十
八
日
(

金
)
十
三
一
時
よ
り
市
立
中
央
公
民

館
に
お
い
て
拙
せ
ん
を
行
い
入
居

順
位
を
決
定
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
母
子
世
帯
、
老
人
世
得
、

身
体
障
害
者
世
帯
に
つ
い
て
は
、

そ
の
状
川
に
よ
り
補
欠
順
位
を
優

身
体
障
害
者
の
み
な
さ
ん
へ

体

育

末

舎

の

残
存
機
能
の
啓
発
と
体
力
保
持
向
上

の
た
め
の
市
身
体
問
答
有
体
育
大
会

も
今
年
で
五
回
目
と
な
り
ま
し
た
。
本

年
も
次
の
要
領
で
行
い
ま
す
・
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。記

臼
時
四
月
十
六
日
午
前
九
時
よ

ハソ

ご
案
内

場
所
大
洲
南
中
学
校
グ
一
フ
ワ
ツ

ド(
雨
天
の
場
合
、
同
体
育

館
で
行
い
ま
す
)

参
加
希
望
者
は
、
地
元
役
員
さ
ん
ま

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

賞
品
ば
た
く
さ
ん
用
意
し
て
い
ま
す
・

弁
当
も
準
備
し
ま
す
。

第
穴
閤
太
謝
市
青
年
文

大
洲
市
連
合
青
年
団
(
団
長
青
木
信

苔
)
は
、
こ
↓
月
+
九
日
午
前
十
時
か
ら

市
民
会
館
大
ホ

1
ル
で
、
士
官
者
の
っ
と

い
第
六
回
大
洲
市
青
年
文
化
祭
を
関
山
悔

し
ま
レ
た
。

乙
の
文
化
祭
も
今
年
で
第
六
回
に
な

り
、
市
内
十
三
単
位
青
年
団
員
三
一
円
人

と
青
春
大
学
生
も
参
加
し
、
持
者
が
一

堂
に
集
ま
っ
て
演
劇
発
表
を
は
じ
め
郷

土
芸
能
五
ツ
康
、
レ
子
舞
や
1
h
m
C欧

合
戦
な
ど
を
行
い
、
大
勢
の
観
客
に
喜

ば
れ
ま
レ
た
。

ま
た
、
会
場
ロ
ビ
ー
に
は
、
平
素
の

活
動
の
記
録
や
絵
画
、
書
道
、
ヨ
具
、

生
花
な
ど
の
作
品
が
展
示
さ
れ
、
日
ご

ろ
の
団
活
動
の
成
田
市
を
披
露
レ
ま
し
た

一
青
年
団
は
、
仰
間
づ
く
り
を
中
心
に

ス
ポ
ー
ツ
に
、
学
留
に
、
青
春
の
情
熱

を
結
集
し
、
幅
広
円
一
向
劫
を
し
て
h
ま

す・
市
内
の
若
入
の
み
な
己
ん
、
奇
心
~
回

に
加
入
し
、
闘
技
か
一
日
人
生
と
郷
土
つ
く

り
の
た
め
に
活
躍
レ
ょ
う
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。
仲
間
が
待
っ
て
い
ま
す
。

先
し
ま
す
・

く
わ
レ
い
こ
と
は
市
総
務
課
へ
お

た
ず
ね
〈
だ
さ
い
。

補
欠
入
居
の
期
間

昭
和
五
十
三
年
五
月
一
日
か
ら
昭

和
五
十
四
年
四
月
三
十
円
空
で
に

空
家
が
発
生
レ
た
場
合
入
居
で
き

る
も
の
と
し
ま
す
。

ま
ご
こ
ろ
銀
仔

次
の
か
た
が
た
が
社
会
柏
祉
事
業
の

た
め
に
役
立
て
て
下
さ
い
と
、
ま
ご
と

ろ
銀
行
へ
預
託
さ
れ
ま
し
た
。
必
か
ら

お
私
申
し
上
げ
ま
す
。
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